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第７回 市内の団体や個人を紹介します。

　米崎町で農業に従事している吉田凛之
介さん（25）は、大型のビニールハウス
５棟で野菜栽培を手掛けています。
　取材に訪問した際、ホウレンソウの出
荷準備に忙しい最中のようでしたが、快
く応じてくれました。
　11月には好評の甘いトウモロコシが産
直などの店頭に並ぶそうです。甘みを出
す秘訣を聞くと、「肥料が違うのかもしれ
ないですね」と笑顔を見せていました。
　　　　　　　（担当・木村聡、伊勢純）

　以前から、祖父に「農業をやらないか」と
勧められていました。そして、父が震災前に
  「仕事を辞めたら農業をやりたい」と話して
いたことを聞き、大学卒業後に一旦就職した
ものの、津波で亡くなった父の代わりに自分
がやろうと思いました。
　今、祖父の栽培技術や知恵を引き継ごうと、
ビニールハウスで野菜を中心に育てています。
ホウレンソウやトマト、キャベツの苗作りな

ど、少量多品目に取り組み、今後５年ぐらいを
めどに全て引き継ぐ予定です。化学肥料を使わ
ず、農薬の少ない、祖父の栽培方法を続けてい
きたいと思っています。
　食べた人から「美味しかったよ」などと言っ
てもらうと、「これからも頑張らないと」と励み
になります。まずは祖父のやっていることを覚
えることを一番にやっていきたいです。

第７回

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

吉　田　凜之介 さん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　農　　業
　

りんのすけ

次回の定例会は
　月下旬に開会予定です。11


